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医療用品04 整形用品 

一般医療機器 整形外科用テープ JMDN32882000 

プロヴォックス ライフ アドヒーシブ 

（プロヴォックス ライフ ベースプレートアダプター） 
 

取扱説明書を必ずご参照下さい。 
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【警告】 

適用患者 

・意識不明の患者は常に監視すること。[装着した器具が誤ってアダプタ側

から滑り落ちたり、ベースプレート側が気管孔から外れたりする場合があ

る。] 

使用方法 

・使用前及び使用中は、ベースプレートアダプタに油分やそのほかの潤滑剤

が付着していないことを確認すること。[潤滑剤が付着すると、アダプタ

側から器具が外れたり、ベースプレート側から外れたりすることがあ

る。] 

【禁忌・禁止】 

併用医療機器 

・人工呼吸器には使用しない。 

 

【形状・構造及び原理等】 

プロヴォックス ライフ製品（アドヒーシブ、別売りのラリチューブ及び

ラリボタン）とISO規格の15mm標準コネクタ付き医療機器（人工鼻等）

を接続するためのアクセサリ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【使用方法等】 

*＜アドヒーシブ等への取り付け＞ 

 *ベースプレートアダプターをアドヒーシブ、ラリチューブ（別売）、ラリ

ボタン（別売）のいずれかに取り付ける。 

 

*＜機器の取り付け＞ 

 *ISO規格の15 mm標準コネクタ付き医療機器（人工鼻など）をベースプ

レートアダプターに取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*＜洗浄＞ 

 *使用前に洗浄と消毒を完了させる。洗浄には飲用水を使用する。 

*1. 水ですすぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

*2. 低刺激性の洗剤を溶かした水に15分間浸漬する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

*3. プロヴォックス チューブブラシ（別売）などのブラシや綿棒を用い

て、内側を水ですすぐ。 

 

 

 

 

 

トラキフォン 
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*4. 最低でも1日に1回、以下のいずれかの方法で消毒する。 

 ・消毒用エタノール（濃度76.9～81.4 vol%）に10分間浸漬する。 

 ・70％イソプロピルアルコールに10分間浸漬する。 

 ・3％過酸化水素水（オキシドール）に60分間浸漬する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

*5. 最低でも2時間または乾燥が確認できるまで、本品を乾かす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

*＜組み合わせて使用可能な医療機器＞ 

*●プロヴォックス ライフ ラリチューブ 

 販売名：「プロヴォックス Vega」の付属品 プロヴォックス ライフ 

ラリチューブ 

 一般的名称：再使用可能な気管切開チューブ 

 承認番号：22600BZX00135000 

*●プロヴォックス ライフ ラリボタン 

 販売名：「プロヴォックス Vega」の付属品 プロヴォックス ライフ 

ラリボタン 

 一般的名称：再使用可能な気管切開チューブ 

 承認番号：22600BZX00135000 

*●トラキフォン 

 販売名：トラキフォン 

 一般的名称：気管切開患者用人工鼻 

 承認番号：22000BZX00297000 

 

使用方法に関連する使用上の注意 

・本品と併用する医療機器の添付文書を読み、それに従うこと。 

・併用医療機器または本品を着脱する際は、過度な力を加えないこと。 

・滅菌しないこと。本品は単一患者のみに使用する製品である。 

・ひび割れや構造的な損傷がある場合は使用しないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

＜保管方法＞ 

・高温、多湿、直射日光、水濡れを避けて保管すること。 

・化学薬品の保管場所やガスの発生する場所を避けて保管すること。 

 

＜有効期間（未開封状態）＞ 

・箱のラベルを参照。[自己認証による] 

 

＜使用期間＞ 

・開封後、最大で3か月経過したら交換すること。[自己認証による] 

 *損傷が見られた場合は、開封後3か月以内であっても交換すること。 

 

【保守・点検に係る事項】 

＜使用者による保守点検事項＞ 

・消毒・洗浄後、完全に乾燥するまで使用しないこと。揮発した消毒剤の成

分を吸い込むと、激しい咳や気道の炎症を引き起こす可能性がある。 

*・本品は、使用方法欄の指示に従って使用の度に洗浄と消毒を行うこと。

本品は、単一患者のみを対象としているため、複数の患者で再使用する

と交差感染を引き起こす可能性がある。 

*・入院中に本品を使用する場合は、交差感染や汚染のリスクが高まるた

め、使用直後及び使用直前に洗浄と消毒をすることが重要となる。院内

でのすすぎには、飲料水ではなく滅菌水の使用が推奨される。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

＜製造販売業者＞ 

コロプラスト株式会社 

住所：東京都千代田区九段南２－１－３０イタリア文化会館ビル 

TEL：03-3514-4141 

 

＜製造業者＞ 

ATOS Medical AB 

国名：スウェーデン 

 

 


